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 要  旨 
スキーが滑る原因は、摩擦熱により発生した熱が雪を融かし、その融け水によって潤滑摩擦が
起きるという摩擦融解説によって説明されている[1]。ところが当研究室で摩擦融解が発生しない
と考えられる、低速度、短い、軽い滑走体を用いた先行実験において、動摩擦係数は 0.05 と実際
のスキーと同程度の低い値が測定された[2]。この滑走抵抗のメカニズムを知るため、①回転する
雪皿上にモデルスキー(長さ 20cm、幅 5.5cm)を強制滑走させ、その摩擦抵抗力をロードセルで検
出する方法(回転雪皿法)と、②傾斜をつけた雪面にモデルスキーを自然滑走させ、その速度を超
音波変位センサーで計測し、加速度から動摩擦係数を得る方法(自然滑走法)の 2 つの手法により、
低速度 0.01～1m/s の範囲で実験を行なった。 
その結果、回転雪皿法において滑走速度が 0.02m/s から 0.2m/s の範囲で動摩擦係数は速度の対
数に比例して小さくなった(図１)。また同じモデルスキーを用いて静摩擦係数を測定したところ、
予期した通り待機時間の対数に比例して増加していることが確認された。 
 よって回転雪皿法で見られた動摩擦係数の速度依存性は、凝着による界面での真実接触面積の
変化が原因であると考えられ、この速度範囲で起こっている摩擦メカニズムが固体摩擦であるこ
とを示している。したがってスキーの摩擦係数が低いのは、雪が元々滑りやすい性質を持ってい
るからであり、実際のスキーが滑りやすい理由も凝着による滑走抵抗によって説明できると考え
ている。 
 
 
 
図１：回転雪皿法による 
速度 VS 動摩擦係数のグラフ 
0.02m/s～0.2m/sの間で動摩擦係数は
速度の対数に比例し変化している 
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雪とスキーの摩擦現象の研究 
